
【活動テーマ】友和と学習、まちづくり

【 訪 問 日 】令和２年９月２７日（日）

【活 動 場 所】谷塚文化センター

【 事 業 名 】まちづくりシンポジウム

【 活 動 報 告】谷塚中央地区の友和を図り、まちづくりに多くの方の関心と参加が得られるよう、まちづくりに関わっている方々が

一堂に会し、地域の構想や整備計画を学び、意見を交換する集いを実施しました。

市、まちづくり懇談会のプランナー、町会、商店街、公民館関係者、友隣会会員による谷塚との関わりが披露され、

谷塚の今昔が語られました。まちなみの整備が今後進められ、ハード面で大きく変貌を遂げるまち。そこに「自分ごと」

として、自ら地域に目を向けていかなければ、との若い参加者の意見に、耳を傾けました。

防犯、関係人口、青年、子ども、くつろぎの場の提供、にぎわいづくり、人づくり、古墳時代からの歴史あるまち、

できる美化から、などの多様な視点をつなぐ「交流」の担い手として、友隣会の役割が確認されました。

令和２年度 草加市ふるさとまちづくり応援基金 助成団体
（はじめよう部門）



【活動テーマ】子どもの居場所づくり、学習支援

【訪 問 日】 令和２年１０月６日（火）

【場 所】 松江第二町会館

【事 業 名】 学習塾

【活動報告】 小学１年生から６年生の松江・稲荷地区の児童に対して、毎週火曜日の午後４時から午後 ６時まで、元教師と

大学生ボランティアによる無料の学習を行っています。

子どもたちの居場所づくりと学習支援が主な目的ですが、「あいさつの習慣」、「お手伝いの習慣」や「言葉の大切さ」を

この学習塾の中で教えて、小さい時から身に付けてもらうことも行っています。

訪問した時もロの字に配置したテーブルに子どもたちが座り、自分たちの宿題やテキストの問題を解いており、

囲まれたテーブルの中に先生が、一人ひとり見て回りながら、指導をしていました。また、学習塾の専用の時間割

があり、今何をする時間なのか明確になっているほか、子どもたち各々に号令や窓の開け閉めなどの役割を持たせ

て、子どもたちは自発的にその役割をこなしていました。

令和２年度草加市ふるさとまちづくり応援基金助成団体（はじめよう部門）
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令和２年度 草加市ふるさとまちづくり応援基金 助成団体
（そだてよう部門）

子どもとママの笑顔のために この街で育つしあわせを届けたい

令和２年１０月１３日（火）

「Ton ton’s toy～ちいさな木のおへや～」（草加市八幡町935-4 シェアアトリエつなぐば 201号）

ママヨガと託児

この日は、子育て中のママに元気になってもらおうとヨガ教室を開催していました。３組の親子が参加して、ママがインストラクターととも
にヨガを行っている最中は幼児に木のおもちゃで遊ばせるなど相手をし、ヨガ休憩時間に入ると保育士である代表が幼児たちに絵本読み聞か
せや指人形などをして楽しませていました。ママたちはリラックスした様子で、お互いのコミュニケーションもとられていました。

事務所兼催し会場である室内は、家具やベビーベッド、子ども用階段まで、丸みを帯びた白木でできており、こだわりを感じます。

６月２２日にこの活動場所をオープンしてから現在まで延べ２２９人の利用がありました(子ども預り２３人)。

今後も利用者を増やすために、離乳食のための出汁学習会など工夫をこらしていきたいとのことでした。
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令和２年度 草加市ふるさとまちづくり応援基金 助成団体
（そだてよう部門）

子どもとママの笑顔のために この街で育つしあわせを届けたい

令和２年１０月１９日（月）

「Ton ton’s toy～ちいさな木のおへや～」（草加市八幡町935-4 シェアアトリエつなぐば 201号）

木のおもちゃのあるおへやあそび

温かみのある木のおもちゃがたくさんあるお部屋で、安心して親子が遊べる場所を運営しています。
（毎週月・水・土、10時～12時、13時～15時。感染症防止のため、午前2組、午後2組の親子の入替制。）

木のおもちゃは、子どもの五感を刺激し、発達を促す効果があるとのこと。スタッフが子どもの相手もするので、日頃育児で忙しいママたちに
はほっと一息できる安らぎの時間を提供していました。スタッフも現役の子育て世代。ママたちの相談事には、親身になってアドバイスします。

また、会員には料理研究家、ヨガインストラクター、看護師、保育士、整理収納アドバイザー、デザイナーなどの多彩な技能を持つ方がいるの
で、時にはそれらの講習会と組み合わせ、ママたちをあきさせない工夫をこらします。

この日の親子は、ちいさな木のおへやの評判を聞き、さいたま市から遊びに来てくれました。他市でもなかなかこのような場所はないので、大
変貴重とのこと。お母さんも一緒に、お子さんとすべり台で体を動かし、積み木を積み上げては、ちいさな木のおへや時間を楽しんでいました。


